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チャンプルー交流の
すすめ

沖縄メディカル病院 会長
真栄城　徳佳

チャンプルーとは沖縄の家庭料理の一つで、
数種類の材料による混ぜ合わせ炒め料理で、昨
今長寿食として広く注目されている健康食の呼
び名（方言）である。
沖縄県が世界に冠たる長寿県であるのは、恵

まれた自然環境のみならず、県民の食生活が大
きく関与していることは言うまでもないが、中
でもチャンプルーはその最たるものである。
「医食同源」を説くまでもなく栄養学的にバラ
ンスの良くとれた料理だからであろう。我が先
人達の知恵によって培われて来た優れた食文化
として誠にありがたい恩恵である。しかも、安
価で手軽で美味しいのが何より嬉しい。
「日光浴、海水浴、森林浴は体の健康に大変

良いが、心の健康には人間浴いわゆるコミュニ
ケーションが良い」。全国日本学士会創立四十五
周年記念式典でのある来賓挨拶の中の言葉であ
る。本会の理念である国際交流、産学交流、業
際（異業種）交流をすすめる話であるが、機知
に富んだ含蓄ある言葉として感銘深く忘れ難い。
個人の世界は狭く、力は小さく、経験は僅か

である。多様な他人（社会）との交わりにおい
てこそ総合性が生まれ、見聞が拡がり、経験を
分かち合えるということであろうか。
また、一国あるいは一民族のみの平和、繁栄

はありえず、それも国際交流によってのみ可能
であることは歴史の教えるところである。
今世紀における科学技術の進歩は、分析を基

調としたその高度化、細分化によることが大き
いが、その歪みも無視できず、人間不在に陥る
のもままみられるところである。
医療界においても、これまでの過度の専門分

化から来る疾病中心から、総合性、倫理性、公

共性が問われるようになり、今日患者中心、人
間中心のいわゆる全人的医療へと変わりつつあ
ることは御承知の通りである。
二十一世紀は全ての分野に総合化、連携が人

間福祉を中心に重要な課題となろう。日本の多
くの業界組織が、それぞれの分野での活躍は盛
んでありながら、業際的交流、相互協力にみる
べきものがないのは、日本人の民族性あるいは
教育制度に原因があるのだろうか。
わが国の縦割社会の弊害は良く知られている

が、多くの震災における危機管理、事後処理の
不手際は何よりその証しである。
わが国におけるよく知られた業際的交流組織

体は何れも外国発祥で、多くは欧米先導型で
あることはいささか残念である。唯一、わが国
発祥で六十年余もの伝統と実績のあるのは全
国日本学士会のみであるのは何とも淋しい限り
である。
閉鎖的になりがちなのは、わが国の単一民族

性によるものか、また学校教育が、欧米のソク
ラテスの流れをくむEducation（啓発）Study
（考究）の創造力開発志向であるのに対して、
儒教、仏教の影響かTeaching（教える）と
Learning（学習）の知識志向に偏して、学生
は思考型より暗記型が優位となって、高等教育
においてもその理念である「創造的知性と豊な
人間性」の育ち得ぬまま、実社会では一業界に
組み込まれていくためかも知れない。
「一芸に秀でる」とよく言われるが、「専門バ

カ」「医者の世間知らず」との声があるのもまた
事実である。いささか耳の痛い話である。
七十五歳以上の「後期高齢者医療制度」また

「後期高齢者終末期相談支援料」等はその最た
るものである。私はむしろ七十五歳以上は人生
の収穫期黄金期と云う意味で光輝高齢者と自負
している。
今、日本はグローバルなパラダイムチェンジ

（枠組の組替）を迫られているが、先ずは、社
会の発展には業際交流こそ原点となるのではな
いか。
どのような世相であれ、個人も社会も健康で
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ありたいものである。
釈迦に説法になるが、WHO（世界保健機関）

によると、「健康とは単に病気や欠陥がないだ
けでなく、肉体的精神的更に社会的にも良好な
状態で、意欲にあふれた社会生活に順応し、活
動できしかもしっかりとした精神的支柱を持っ
ている状態である」と定義している。
そういう意味でも、一業界内だけでの交流は

心の糧として偏食のそしりをまぬがれない。
全ての職業の枠を越えたバランスある学際

化、異業種交流（チャンプルー交流）こそ最高
の心の健康食であり、創造的知性、豊な人間性
の母と言えよう。個人の向上、学問の進歩、社
会の発展、更に世界平和のためにもチャンプル
ー交流を大いにすすめる次第である。

「老健医」

禄寿園
金城　國昭

老健施設に勤務して十四年が過ぎた。前歴は
産婦人科医。本土復帰前の昭和四十四年、三十
五歳で開業、当時は医療機関も少なく、それな
りに患者さんもいて日夜診療に奮闘した。昼夜
を分かたぬ分娩も苦にならず多くの新生児が誕
生した。ところが五十半ばを過ぎたころから夜
間の分娩立会いが億劫になり、体力、気力の限
界を感じ「そろそろ潮時だ」との天の声が聞こ
えるようになり、自ら「開業定年」を宣言して
閉院した。時に五十八歳。その後、老人医療な
ら少しは役に立てるのではと一年ばかり、K老
人病院で勤務（研修）の後、S老健施設の施設
長を経て、R園に転じ現在に至っている。
知っての通り老健入所者の大半の方は後期高

齢者で多病、前医からの処方持参薬が多い。老
健医として入所時にまず手がけるのは必要最小
限の薬剤に整理することである。適切にカット
すれば食欲も出て問題行動も少なくなり。ADL
が向上して「元気高齢者」に変身されたケース
を多く経験している。300年前、益軒先生も
「病の災いより薬の災い多し」と養生訓で述べ
ている。高齢者に限って言えば卓見だと思う。
それと介護報酬は「マルメ制度」であり、むや
みに他科受診をさせてはならないとの運営規定
があり（監査の対象）、専門外の疾患でも教科
書や文献を頼りに治療をしているのが現状であ
る。（勿論、必要があれば専門医に紹介してい
る）。言うなれば「老健医」は最近しきりに話
題になっている「総合医」的な資質が求められ
ているわけで、今後は一定の研修の後、各科の
コモンディシーズに対応できる「老健認定医」
の制度を作ってはとの意見も出始めている。
それにしても「老健施設」ではやたら会議や

文書作成業務が多い。加えて入所者だけではな
く、通所利用者（当園は定員70名）も診なけ
ればならない。国の人員基準では利用者百名に
医師一名となっていて、医療度の重い入所者が
増加しつつある昨今、常勤医一名で多くの業務
を担当するのは実情にそぐわないと思う。せめ
て「五十対一」とすべきである。
さて、現在の職場R園には元小生医院で産声

を上げた二人のナースがいる。赴任して間もな
いころ、二人揃って「その節はお世話になりま
した」と挨拶に来たときはびっくりした。「あ
の時の赤ん坊か…」と立派な成人女性になった
二人を眺めながら握手したときは実の娘達のよ
うで感激した。
今日も二人の「愛娘」達から「施設長、もっ

としっかりしてください」と叱咜激励されなが
ら施設内を動き回っている。「老健医」は楽な
稼業ではない。
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「シェーン」讃歌

沖縄市（県立中部病院OB）
喜舎場　朝和

『「シェーン」のDVDを見つけた』、と娘が
買ってきてくれた。いつでも見れるDVDは便
利なものではあるが、余計なようにも感じた。
思い出の名画は数年に一度見る程度でよい、と
思いながらも誘惑に駆られて見てみると、やは
りなかなかおもしろい。55年前に世に出たあ
まりにも有名な映画を久しぶりに見て、昔感じ
た感覚の幾ばくかを新たにしたところで、年甲
斐もないとは思うものの、この映画について自
己中心的感想を少し述べてみたくなった。
若い頃、映画館へ通う金は乏しかったが、一

応個人的レベルでは“洋画ファン”だった。甲
乙つけ難いいくつか気に入った映画の中で、こ
れもいい加減だが、好きな順番は「シェーン」
がトップ？で、「ジャイアンツ」が二番手？。
偶然にも両方とも監督はジョージ・スティーブ
ンスとのことだが、私など目に映る画面と俳優
と話の筋には興味を持てても、肝心の監督に惚
れ込む域には達しなかった。
今の世のテレビ・映画の飽食の時代、大方、

自然よりも人間同士の複雑怪奇な競争社会が対
象となり、善悪や美醜の境は見分けにくく、中
味の薄い言葉が飛び交い、エログロ暴力に溢れ
ている、と言ってしまっては言い過ぎだろう
か。しかしその中で、今や地球が縮み、うす汚
れ、きしみ始めている現実が確かに気にな
る・・。
さて、映画は開拓時代の男達の闘争を、まず

子供、そして女性、家庭、共同体の視点を通す
ことによって、清らかさ、正義感、潔さ、誇
り、義務感、責任感、信頼、友情、家庭の温か
み、個人対個人、個人対家族、家族対グルー
プ、グループ対グループといった事柄が、小気
味よい男らしさとともに、ほどよい加減で詰め

込まれている。さりげなく奥ゆかしく包み込み
ながら、見る者の想像を駆り立てて、より明瞭
に見えてくるように仕向ける。まさしく一服の
清涼剤。
始まりから景色、カラー、メロディーがい

い。所はワイオミングの開拓地。時はおそらく
南北戦争から10～15年経た頃か。北と南の対
立と融和の時代背景が感じられる。ちなみにシ
ェーンはどうやら南、対するウィルソンは北の
出身。
さすらいのガンマンといった風情でやってき

たシェーンが子供のジョーイに出会う。ジョー
イは、ただ者でない出で立ちながらいかにも柔
和な顔と言葉のシェーンに、子供の感性でたち
まち興味と好意を持つ。父親のジョーの方は勘
違いしてシェーンを追っ払おうとし、次にやっ
てきたこの一帯を牧場にしているライカー一味
を追っ払うのだが、その時ジョーが手にしてい
た銃が実は装填されていないと知った時、シェ
ーンはジョーに好意を持つ。妻のマリアンが差
し出す夕食のデザートにこんがり焼けた厚ての
パイ。貧しい農家でこのパイの厚みはもてなし
の思いの丈を表す。マナーよろしく静かに礼を
言ったシェーンは、片時も手放すはずのない拳
銃を置いたまま戸外に出て、食事のお礼に庭の
大きな切り株に斧を振るいだす。素性の分から
ない流れ者とこの一家が、一夕にして仲良くな
れた訳をさりげなく見るものに納得させる。同
時に、シェーンとこの一家がそれぞれ如何に厳
しい日々を過ごしてきたかも見えてくる。
腕が良いばかりに強いられてきたシェーンの

これまでの厳しいガンマン人生が想像される。
売られた勝負に勝つ度に、逃げるように当ても
なくさすらう旅に出なければならなかった彼
は、今度も南から一人旅でたどり着き、さらに
北へと行くつもり。さすがのタフガイの神経も
滅入りがちになっていたに違いない。実に温か
いものを感じて、できることなら拳銃家業から
足を洗い、ジョーの手助けをしながら定住
も・・。
邪魔されず、自立してゆかねばならない個人
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主義。しかし同時に、その限界を超えて生きて
ゆかねばならないがゆえの命をかけた農民達のゆ
いまーる。一方、権力の下に徒党を組む悪い意
味での全体主義の偽ゆいまーるがライカー一味。
酒場で不本意な喧嘩を始めたのは、幼い友、

ジョーイをがっかりさせたくなかったからだ。
結果として友と仲間の信頼を勝ち得るわけだ
が、そのかわりに強敵ウィルソンを相手にしな
ければならなくなった。シェーンは、実際は義
務も責任もないはずのとてつもない代償を払う
べく、一度は捨てる決心をした手段で、圧倒的
に不利なオッズへ一人で立ち向かっていかざる
をえなかった。
アラン・ラッド演ずるシェーンとジャック・

パランス演ずるウィルソンの二人のガンマンが
対照的。ラッドは甘いマスク、なで肩の中肉中
背で、人物の良さはにじみ出るものの見かけ上
普通の人。が、どっこい中味がすごいと思わせ
る。対するパランスは贅肉一つない鍛え上げた
長身に二丁拳銃がピタリと決まった筋金入りの
殺し屋。寡黙でクール、動きに無駄がなく隙を
見せない。酒は飲まずコーヒーだけ。これぞ拳
銃使いのプロで、拳を痛める殴り合いに加担す
るはずがない。そこへいくと、人情厚きラッド
のシェーンは大事な拳で二度も殴り合いをしな
ければならなかった。二度目はジョーとの派手
な殴り合い。体力を消耗したまま決闘の場へと
急ぐ彼に、見る者は深い同情と心配の念を禁じ
えない。
そしてクライマックス。ハンディーを背負っ

たシェーンは準備万端のウィルソンに勝てない
理屈となるはずだが、胸のすくような早撃ち
で、ウィルソンのみならずライカー兄弟も一挙
に片付けてしまう。見る者は彼を後押ししたプ
ラスアルファの大きさをまた感ずるのである。
この谷間で己だけの希望を求めるには、彼のは
まり込んでいった義理と人情はあまりにも高潔
なレベルに達したがゆえに、命をかけた決闘の
みならずつらい別れも完遂せざるをえなかった。
被弾したはずの去りゆくシェーンが死ぬのか

死なないのかという議論があったようだ。私の

胸中ではシェーンとラッドは全く一体で、その
ラッドが「シェーン」の後に大した役にも恵ま
れず、アル中で早死にしてしまったという現実
の方がよほど胸に迫るのである。

山という記憶の幻のなかで
無趣味になった私

浦添総合病院健診センター
久田　友一郎

初対面の人に「趣味は何ですか」と訊かれる
のがつらい。私にはこれといった趣味はない。
あたりさわりのないいい加減な返事をすること
にしている。
学生時代は金大医学部山岳部に入り、1年の

うちの3ヶ月は山での生活であった。夏は剣岳
での合宿後に立山を起点に北アルプスの山々を
縦走し、下山後は富山電鉄から立山の地獄谷診
療所へUターン、地獄谷診療所や剣岳の剣沢診
療所で診療活動を手伝いながら、朝な夕な澄み
渡った麗姿な自然に包みこまれ、こころ癒され
る日もあれば、終日、冷雨や視界不良のガスば
かりが続くという山の生活に明け暮れていた。
秋休みはテントの周りに時折熊の足跡もみら

れる紅葉の南アルプス縦走、冬は八ヶ岳縦走、
春は数回にわたり白山に登った。白山は、春な
お雪深く、わかん（かんじき）とピッケルとア
イゼンが必需品であった。テントを担いでいく
が、悪天候に遭遇すると、吹雪とともに一日に
2～3mも積もるドカ雪に見舞われる。2～3日
は雪洞の中でトランプ遊びに興じながらの沈澱
生活が続く。標高が高くなるとアイゼンを使い
登ることになる。遭難騒ぎを起こすほど山にの
めり込んでいた。「仁者は山を愛する」と地獄
谷診療所に掲げられた言葉に心酔していた。
当時、黒四ダムの完成後、立山黒部アルペン

ルートの開通工事が始まっていた。立山側のト
ンネル工事は間組で行われた。学生の身分であ
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りながら、救急医として、飯場生活も経験し
た。幸い、落盤事故などの大きな事故もなく幸
運であった。
山は初冬で、登山客もなく、高山植物の時期

はすでに過ぎていた。「高山植物」と「観天望
気」の二冊の本を携え、日中は立山界隈をうろ
ついていた。雲の観察による観天望気の天気予
測は全く上達しなかった。夜は毎日工事現場の
人との飲み会に明け暮れ、酒も強くなった。そ
こには過敏に牽制しあう神経質な人間関係とな
った平成の雰囲気はなく、粗野だが暖かい人と
人との関係があった。
インターン時代の9月、小屋泊まりなしの単

独行で立山から槍穂高までの縦走を試みた。初
日早々、日本カモシカと鉢合わせしビックリし
た。その後は熊と出くわさないか不安に駆られ
ながら、けもの道らしき所からから少し外れた
ところでビバークした。満点の星を仰ぎ見なが
ら眠りについた。その夜は夢に悩まされた。水
くみに沢まで何回も昇り降りする夢ばかり見て
いた。それに懲り、翌日からは山小屋で素泊ま
りをすることにした。
途中、笠が岳の稜線付近で、空身の人と案内

人らしき荷物を担いだ二人連れとすれ違いざま
に挨拶を交わした。その人物は紛れもなく山岳
小説でも一時代を築いた新田次郎であった。
その頃は、山に明け暮れ、光と影、動と静が

織りなす変幻自在な四季折々の山々と向き合
い、命を五感で感じていた至福の時代であった。

しかし、入局後事情は一変した。山へ登る機
会が減り、夏休みに家族と信州の蓼科、美ヶ
原、霧ヶ峰高原、新穂高ロープウェイ終点の西
穂高口や上高地の河童橋から北アルプスや槍穂
高を眺めるようになっていた。
昭和57年、約19年の北陸生活に終止符をう

ち帰省。その後、私の頭から趣味という言葉は
抹殺された。趣味という点からみれば、ベトナ
ム戦争の帰還兵のような生活が始まった。
何を見ても面白そうだが、のめり込む気力は

失せていた。やれ暑い、寒い、時間がないとか
の理由をつけている間に、記憶力も怪しくな
り、定年を迎える世代になっていた。
ネットで「無趣味の人」を検索してみた。見

るのがいやになるくらいヒットした。こんなに
も無趣味の人が多いのか、無趣味の人の共通項
は何か、期待しながら開いてみた。しかし、ネ
ット族世代はあまりにも若すぎた。私を納得さ
せるものはなく途中で諦めた。その中に「無趣
味だがホームページを開設したい。コンテンツ
がないのでどのようにしたらいいのか教えて下
さい」というのがあった。実に多くのヒトが
様々な意見を寄せていた。ネット族の世界では
こんなに優しい人間関係があったのかと驚いた。
人類が誕生して450万年、文字が登場して3

万年、活版印刷革命が起こってから500年、コ
ンピュータ革命が始まって 50年、ネットは

八ヶ岳の主稜線、手前は阿弥陀岳、
一番奥に見えているのが蓼科山

（岳人「冬山スタンダード10」Ｈ19.１.１発刊より転載）立山雄山山頂より剣岳を望む2007.9.23撮影



2008沖縄医報 Vol.44  No.8
緑蔭随筆

－92（914）－

益々進化し、犯罪、中傷、いじめの温床にもな
れば、競争原理とは裏側の原理で生きていく人
たちが新しい価値を生み出す可能性もある。し
かし、ネットサーフィンもまた私に疲れを残す
だけである。
時折、本屋で日本百名山をめくると切なくな

るほどの熱い思いに駆られる。不思議なことに
学生時代の山行の写真は色褪せた数枚のモノク
ロしかない。今、私の部屋には、記憶の糸をほ
ぐす優美でかつ強靱なフォルムのアタックザッ
クのみが残っている。もはや叶うことはないと
思っているあの学生時代の山行への渇望は、い
まだに、長く深く胸に沈みこんだままである。
日野原先生はいう、人は何歳からでも生き方を
変えられると。私は、いまだに記憶の幻のなか
で生きている。

「気
・

の思想」―を

三原内科クリニック
喜久村　徳清

☆
『明治開国以来、日本が世界の先進国に追い

つこうと国を挙げて富国に励んでいた頃、あの
司馬遼太郎が「坂の上の雲」に描いたような時
代背景で、人々が坂の上のはるかかなたに希望
と期待を持ち続けていた時代に、「暗愁」とい
う言葉があった。地道に額に汗して働く時代に
心の満足感があり「暗愁」という言葉は決して
暗いイメージではなかった。文学作品にもたび
たび表われ大正、昭和に受け継がれた。第二次
世界大戦後、一度「暗愁」という言葉を使った
作品を見かけたが今では死語となっている』。
これは、作家五木寛之が平成15年（2003年）
4月、第26回日本医学会総会（福岡市）で多
くの聴衆を前に講演した時の冒頭の部分で、参
会され、ご記憶の方も多いと思う。さらに続け

て『戦後の高度成長期があり、バブルの時代を
迎えそしてバブルが崩壊した。その頃から日本
で自殺者が増えてきた。自殺予防は大きな問題
だと感じた。1990年頃のことで、マスコミ関
係者に報道するよう話してみたが“暗いニュー
ス”としてとりあわなかった。今（2003年）
自殺者が年間3万人を超えている』。
2000年から始まった健康日本21は9項目の

課題に分け、その一つに「こころ」の問題をと
り上げている。そして2008年5月28日の本稿
を執筆している今、マスコミは「自殺10年連
続3万人超」を淡々と報じている。

☆☆
気
・
は万物を形成する元素の意味があり、天地

間を満たす大気、空気、気象等に使用される。
また、生命の原動力としての気

・
、精気があり、

根気、気勢、大いに気を吐く、気力の充実等に
使われる。気

・
の実体を体感できる身体技法に気

功、ヨーガ、太極拳、健康呼吸法などがあり、
入門書が書店に並び体験講座などにとり入れら
れ、かなり普及している。『声に出して読みた
い日本語』で21世紀初頭、一世を風靡したあ
の斉藤孝は、「気

・
は自然に感じられるもの。技

法を使えば上手、下手はあるものの自転車に乗
（れ）るように誰でも気

・
は身につく。問題は身

についた気で全てを変えようとしたり、特別な
ことをしようとすること」と述べて、気

・
にのめ

り込む危険を回避するための健康法として、呼
吸法の普及にも努めている。
気
・
とははっきり見えなくとも、その場に漂

い、感ぜられるもの（雰囲気、気配、気が詰ま
るような室、殺伐とした空気等）という一面を
もつことは誰でも経験することであり、多数の
方に認めていただけることと思う。さらに、
「死んだ気になって頑張る」「天下をとった気で
いる」という用語は、強い決意、高揚した精神
状態を表現する言い方で、その気

・
を感じた人生

の成熟者は決して少なくはないであろう。
気が乗る（する気になる）。気を入れる（熱心

にする）、気を配る、気を付ける（注意する）、
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気を遣う（心配する）、気を回す（あれこれと必
要以上に気を配る）、気が急く（心がはやる、
気があせる）。気が勝つ（勝ち気である）、気が
置けない奴（気遣いする必要がない）、気を呑
む（相手を圧倒する）、というような気のつく言
語は岩波書店の広辞苑、三省堂の大辞林等から
容易に引用され、現代に通用する言葉である。

☆☆☆
『「気が利く、気を引く、気を悪くする」と

いう心の動き、状態、働きを表わす語がある。
これは「こころ」という語が精神活動を行う本
格的なものを指すのに対して、「気」はその
「こころ」の状態、反応など現象的な面をいう
傾向が強い。「気は心」という言葉も、表面的
な「気」のはたらきは本体としての「心」の表
れであるという考え方に基づいている』（大辞
林）という。
その時々の心の動き、例えば気が腐る（不偶

を恨み沈み込む。くさる）、気が滅入る（気遅れ
する）、気が尽きる（嫌気がさす）ような状態が
長引くと、現実喪失感、身体喪失感、虚脱感が
おこることがある。症状が重く、長引いてくる
と心療内科、精神科関連の医療分野において治
療の対象となる。この身体喪失感のような状態
が、高度技術化・都市化した社会の中で、親密
度の欠如によって起こる疎外感を社会学者デュ
ルケームは「アノミー（anomie）」と名付けた。
日常生活でマスコミ報道される事件、事故、不
祥事をみていて、これはアノミーが原因になっ
ているのではないかと感じ取る方は少なくない
であろう。「何かがおかしい」、「世の中が変にな
っている」、と感ずる時、その根底にあるものの
一つがアノミーであり、その前兆、危険性に気
づくことが回避や解決への第一歩となる。
気が散る（散漫になる）、気を取られる（注

意をうばわれる）、気を尽くす（精根をつかい
はたす。うんざり）、気が咎める（心の中でや
ましく思う）、気を落とす（がっかりする）、気
に障る（不愉快に思う）、気が抜ける（拍子抜
けする）、気が遠くなる（意識がなくなってい

く）、気を失う等のネガティブな意味を表わす
気のつく語もある。
女気（おんなけ）、男気（おとこけ）、人気

（ひとけ）、陰気臭い、妖気、瑞気は現在使われ
る頻度が少なく、死語になりつつある。そして
死語となった「暗愁」という語を想い出しなが
ら、気の衰退が日本国や社会の衰退を予感させ
る序章となるのか憂慮している。斉藤孝が指摘
する「気

・
にのめり込む危険」は当然避けなけれ

ばならないが、それでも気
・
や広範な意味をもつ

気のつく熟語を本気で気に留めてみる（意識に
のぼらせる、注意する）意義は大きい。

☆☆☆☆
気が若い。気に入る（好みにかなう）、気が

いい（気立てがいい、人がいい）、気が回る
（注意がゆき届く）、気が向く（乗り気になる）、
気を通す（気をきかす）、気が大きい、気が小
さい、気が短い（短気、せっかち）、気が早い
（せっかち、性急）、気が長い、気がある（関心
をもっている）、気がない（関心がない）、気に
なる（心にひっかかる）、気がする（感じられ
る。例、敗ける気がしない）、気が気でない
（心配でおちつかない）、気にする（心配する、
気がかりに思う）、気に痛む（心にかけて気を
もむ）、気が済む、気を取り直す、気の抜けた
ビール等、日常生活の中でよく使用されている
気のつく語はまだ多い。
特定健診・特定保健指導が今年始まったが、

保健指導の第一歩は動機付け、「気づき」を促
すことであった。「気づき」は事の始まりであ
る。肥満、禁煙、心身の不調、健康感の喪失等
に、さらには社会的不祥事、事件にさえも、気

・

づきがあれば防げえたこともあったのではない
か、またあるのではないかと真摯に考える。
自殺者が年間3万人を超え続けて10年にも

なり、日本の国がグローバル化されるという世
の動きの中で、セーフティネットは本当に機能
しているのか疑問に思うこの頃、国民は自己の
健康を、自己の生活、無二の人生を不幸な出来
事から守るために、そして子や孫にも負の遺産
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をではなく、持続的に豊かさを遺していくため
に、今こそ（気づきを含めた）気

・
、「気の思想」

を（意識的に全力で強力に）文化にまで高め、
広めることが必要ではなかろうか。喫緊の重要
な課題と思えてならない。

私の中国語

源河医院 院長
源河　茂

コザの一番街から路地に入ったところに台湾
料理店「凱莎琳（キャサリン）」がある。毎月
20日になると、この店で私は中国語を話すメ
ンバーと会話を楽しんでいる。
中国語を話しはじめたのは、22年前のこと

だった。大学の医局に台湾の高雄から留学して
きた脳外科医、孫楨民先生とつきあったのが中
国語を学ぶきっかけとなった。
当時、私は腫瘍グループに属しており、実験

と治療成績の調査で忙しかった。脳腫瘍細胞を
培養して抗癌剤を投与し、フローサイトメータ
ーという機械で細胞周期を解析していた。ま
た、悪性脳腫瘍に対する化学放射線療法の効果
を検討していた。コンピューターソフトを開発
して患者のデーターを入力し、生存率を計算し
ていたのである。
そんなある日、医局に行くと孫先生が一人イ

スに座ってボーとしていた。どうしたのかと尋
ねてみると、留学はしたものの、見学ばかりで
エネルギーが余ってしょうがないと言う。猫の
手も借りたかった私は、「じゃあ、一緒に脳腫
瘍の統計の仕事をしよう」と誘った。
それからというもの、夜の12時頃まで二人

で病歴室にこもって、カルテを調べてデーター
を入力する日々が続いた。孫先生は日本語が話
せないので、英語で意思疎通をはかっていた。
ところが、ある日、私の脳裏をひとつの疑問

がよぎった。アジアの若者同士がこのまま英語
で話をしていていいのだろうか？そこで、頭を
切り替えた。いい機会だから、いっそのこと中
国語を教わってしゃべってみようと思ったので
ある。まずはじめに、finishを中国語で何と言
うのかと聞いてみると、完了（ワンラ）という
と教わった。そして、英語と中国語の混ざりあ
った奇妙な会話が始まった。たとえば、｢私、
行く、あした、大学に｣といったような語順も
リズムも正しくない中国語である。彼は「私の
中国語」を聞くなり、大声で笑いながら答え
た。中国語はflexible（柔軟）だから言いたい
ことは百パーセントわかると。これに気を良く
した私は、ああだこうだとしゃべっていった。
時々、孫先生が正しい中国語に直してくれた。
そうしているうちに語順もリズムも正しくなっ
ていったような気がする。
中国語と英語の飛びかう入力、計算の日々の

結果、乏突起神経膠腫の生存率に関する解析が
できた。これを孫先生が論文にまとめ米国の雑
誌Neurosurgeryに投稿したところ、めでたく
受諾されて祝杯をあげたのは、楽しい思い出で
ある。
その後、私は大学からの派遣で、北京の中日

友好医院で共同研究をする機会が与えられた。
孫先生の指導のおかげで、中国人との会話を楽
しむことができた。ところが、ある看護師に
「あなたは中国語がうまい。だけど南方の老人
のようななまりがあるねー」と言われてしまっ
た。その時、私はからかわれたような気がした
が、「今の中国の指導者は鄧小平だ。彼だって
南方の老人じゃないか」と自分を慰め、その後
も中国語会話を楽しんだ。
北京出張後、留学の機会を得た米国でも帰国

してからも孫先生とは中国語で手紙のやりとり
をしていた。しかし、しだいに二人とも臨床の仕
事で多忙になり、文通がいつしかとだえていた。
2004年に開業した後、久しぶりに孫先生に

挨拶状を出した。すると本人ではなく、同僚か
ら手紙が来た。「他不在人間」と記されていた。
彼は5年前に交通事故で亡くなり、もはやこの
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世の人ではなく、人の間（世間）にはいないと
いうことであった。
中国語はflexibleと「私の中国語」を励まし

てくれた孫先生のご冥福を祈っている。

フランスの夏

みどり耳鼻咽喉科
辺土名　仁

“緑蔭”という言葉には、人それぞれ映画、
写真、体験などから様々なイメージを持ってい
ると思う。私には、大木の葉陰でハンモックに
揺られながら昼寝をする光景や、高い街路樹の
下でベンチに座り、冷たい飲み物を飲んでいる
イメージが湧いてくる。街路樹がぴったりの
国、フランスの夏について述べてみたい。
今から約20年前、小生はフランスのパリに

留学、いや“遊学”した。また開業後も、夏休
みに家族旅行で2度ほどフランスを訪れた。何
度訪れても、フランス全土の緑の豊かさには感
動させられる。元来、農業国であるので当たり
前といえば当たり前だが、首都パリですら、高
い街路樹に囲まれて自然と一体化した美しさが
感じられる。マロニエとプラタナスが街路樹と
して植えられているが、その高さは5～6階建
てくらいの高さまで達している。両木ともヨー
ロッパや北米が原産であり、夏には緑蔭、秋に
は枯葉で街を彩ってくれる。“ブルバール”と
呼ばれるメインの通りには両端に街路樹が等間
隔で植えられており、通りが長く広いだけに壮
観である。通り沿いには必ずと言っていいほど
カフェがあり、赤や緑のシェードが街路樹とマ
ッチしてまさに絵になる。ある日、髭をたくわ
えた太ったおじさんが、グラス一杯の赤ワイン
とフランスパンだけで優雅に昼食を取ってい
た。昼下がりの通りを眺めるその姿は映画の一
コマのようであった。中位の通りの“アヴェニ

ュー”では、道の両端に街路樹が並んでいた
り、広い中央分離帯にびっしりと植樹されてい
たりする。特に後者の場合、夏になると緑の葉
が重なり合って、空も見えないぐらいである。
通りの入り口から向うの端を眺めると、まさに
“緑のトンネル”という感じである。通り沿い
のカフェで“プレッション”と呼ばれる生ビー
ルや冷えたレモンジュースの“シトロン・プレ
ッセ”などを飲みながら、みどりの葉陰を眺め
るのは気持ちがいい。中央分離帯のベンチで幾
重もの葉陰に押し潰されながら“エヴィアン”、
“ヴォルヴィック”などのミネラルオーターを
飲むのもよい。小さな通りの“リュウ”にはさ
すがに街路樹はなく、見えるのは路上駐車の列
とアパートの窓だけである。しかし通りの角に
は小さなカフェやレストランがあり、疲れた足
を休めることができる。私の子供達は“ディア
ボロ・マント”という、ミントを炭酸で割った
緑色の飲み物が大好きだった。何となく大人に
なった気分なのであろう。ちなみに日本のアイ
スコーヒーなるものはパリにはなかった。
フランスの夏は6月1日から始まる。5月31

日の夜から翌朝にかけてパリ市内のあらゆる道
路、広場、アパート等から色々な音楽が聞こえ
てくる。この音は午前2時であろうと午前4時
であろうと変わらない。熟睡する時間帯でもあ
り困ったものだが、警察への通報などは全くな
い。翌日ラボの同僚に尋ねると、その日から夏
が始まるのでパリ中が音楽で喜びを表している
との事。この日はどんなにうるさくしても、誰
も文句を言わないとのことであった。夏の始ま
りをルールで決め、皆で喜び騒ぐのは、私にと
って新鮮な感覚であった。この一晩のお祭り騒
ぎだけで、年間日照時間の少ないヨーロッパで
の、人々の太陽への憧れが分かるというものだ。
パリジャンの求めるのは“3S”と言われてい
る。それは、Sun、Sea、Sexである。3Sの頭
にSunが来るのは、やはり太陽への憧れの象徴
であろう。夏はバカンスシーズンの始まりでも
ある。9月半ばまでの3ヶ月あまりを国民全体
が太陽を求めて、南仏、地中海諸国、国外へと
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旅立って行く。国民は法定で3週間以上の夏期
休暇を取得できる。法律で決まっているので、
これを守らないと企業は何万ユーロという罰金
を科せられる。日本人からすればうらやましい
限りである。小さなレストラン、ブティックや
ギャラリーなどは完全にシャッターを下ろして
休業する。真夏のパリに残るのは、バカンスへ
出かける金がない貧乏人か、交代制で残る職員
かと言われるぐらいである。その代わり、外国
からの旅行者でパリの真夏は混雑する。人間の
入れ替えと考えればよい。南仏へのバカンスは
高速道路を利用するのが一般的だが、週末のニ
ュースを見ると、高速6号線が渋滞30kmなど
と報道される。まるで日本本土の盆や正月の帰
省ラッシュと同様である。車一杯にバカンス用
の荷物を積んだり、自転車を屋根に積んだりし
て、ノロノロ運転する渋滞の列が延々と続いて
いる。ツール・ド・フランスでも見られるよう
に、自転車で野山をツーリングして自然を満喫
するのが好きな国民性である。しかし、バカン
ス期間が個々で異なるので、パリへの帰省ラッ
シュは全くと言うほど聞かれない。
初夏に郊外の田園地区を訪れると、収穫前の

小麦畑が一面に広がり、ベージュのじゅうたん
のようである。“麦秋”とはよく表現したもの
である。近くの森の濃い緑と小麦色とのコント
ラストが何ともすばらしい。また黄色のひまわ
り畑も延々と続いており、映画“ひまわり”の
映像がパリ郊外に普通の姿で広がっている。セ
ーヌ川やロワール川を上流へ旅すると、川の堤
に白樺の木が並んでいたりする。さすがに北国
だと感じさせる並木だが、地元では女の子が生
れると記念に植樹しておき、嫁入りの時に伐採
して持たせる習慣があったらしい。白い木肌に
まつわる美しい話である。
フランスの初夏はまさしく緑の燃える美しい

季節です。街路樹も森も畑も全てが輝きます。
“緑蔭”に身を委ねながら、ゆったりと流れる
時間の中で、自然を体感するのは実に気持ちの
よいものです。この“すがすがしさ”を感じて
いただければ幸いです。

サン・ジャック大通り

ルネ・コティ通り

私は5年程前から那覇市おもろまちにマンシ
ョンを購入して住んでいる。わが家のベランダ
はL字形の角が南向きになっていて、側に高い
建物もないため日当たり良好である。但し町自
体が高台にあるためいつも風当たりが強いのが
欠点である。広さは奥行きが1.5ｍほどあるが、
購入当時は何か無駄に広く殺風景に感じられ、
ベランダに出たいという欲をそそる場所ではな
かったのである。ベランダの壁や床からの陽の
照り返しも気になったため、まず床にウッドデ
ッキを敷き詰め、壁にはウッドラティスを張り

わが家のベランダ風景

たばる内科胃腸科
金城　幸博
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付け、壁沿いに観葉植物の鉢物をいくつも並
べ、木の温もりと緑の癒しが感じられる場所へ
と徐々に変貌させていった。さらに子供用の簡
易風呂桶（60cm×80cm）を利用して小さな池
を設置して金魚や琉球メダカ（日本メダカの亜
種）を飼い始め、その後も食べたあとのシーク
ワァーサーの種を鉢に植え付け（実をつけるに
はまだまだであるが、現在、60～80cmの若木
に育っている）、お盆で食べたパインの葉っぱ
の部分に芯の一部を付けて鉢植えにして育てた
り（これでちゃんと根付いて育ちます。お試し
あれ）と、いつのまにか、わが家のベランダは
一端の小庭へと変身をとげていたのである。最
近では、鉢物として購入した樹高60cm程のシ
ークワァーサーの木に直径2cmほどの実がわず
か数個ではあるが実っていて今夏の収穫をとて
も楽しみにしている。また桑の小木に季節に関
係なく年何回か赤紫の実が多数なり熟する毎に
ほおばるのも私の喜びのひとつとなっている。
ところで皆さんは桑の木の花を見たことがあり
ますか。果実はよくご存じかと思うが、花とい
うと、はて？と思う方がほとんどであろう。注
意して観察してみると桑の枝に小さなチリチリ
とした白い髭状の塊ができ、それが桑の実に成
長していくので、それが花なのであろうと思っ
ている。今また新たにグアバの苗木を育成中で
あり数年後に収穫できることを夢見て毎日の水
やりに勤しんでいる。
フロ池で飼っていた金魚は池で生まれ育った

数尾に代がわりし（親魚は子供達と入れ替わる
ようにまもなく死んでしまった）今年1尾だけ
であるがそれらの子が生まれ元気に育ってい
る。ほんとはもっとたくさん生まれたはずであ
るが親が食べてしまったようである。メダカも
何代も代を重ね医院の近くの小学校へ教材とし
て提供するほどに増えている。さて皆さんは日
本のメダカがダツの仲間である事をご存じです

か。メダカは実は意外にもサンマやトビウオ、
サヨリといった海の魚と同じ仲間なのです。最
近は絶滅危惧種として扱われていて確かに野性
のメダカは山原でも見かけなくなっているよう
である。外来種のタップミノー（カダヤシ）や
グッピーに追いやられた結果、今絶滅に瀕して
いるのである。私が子供の頃に池や湿地でアミ
で掬った小魚は今思えばすべてタップミノーで
あった事から考えるに、昭和30年後半にはす
でに那覇近郊ではメダカはほぼ絶滅状態だった
のであろう。学校にはヒメダカというメダカの
改良品種がたいてい飼育されていてメダカを知
らないわけではなかったが、よく考えると野生
種のメダカと初めて出会えたのは今育てている
メダカの初代を数年前にホームセンター「サン
キュー」で見つけて購入した時であり、たかが
メダカではあるが変に感激して子供のようにワ
クワク興奮した覚えがある。なお「サンキュ
ー」では沖縄の在来種であるフナやタイワンキ
ンギョ（トウギョ）、川エビ、ドジョウなども
売っているので興味のある方は一度覗いてみた
らよい。
さて他に書く事も思いつかず、つれづれなる

ままに我が家のベランダ風景を描写してみた
が、全くの私事ゆえここまでお付き合いして読
み通していただいた方には大変感謝申し上げま
す。なお、自宅のベランダの池や水槽以外に医
院内でもグッピーやエンゼルフィッシュを飼っ
ておりどちらも繁殖して仔魚がたくさんいます
ので、もし欲しい方がおられたら医院までご連
絡ください。マニアックな話で申し訳ありませ
んが、グッピーはドイツイエロータキシードと
いう品種で、エンゼルはブラックエンゼルとオ
レンジトップマーブルエンゼルという品種です。
連絡先　たばる内科胃腸科
TEL 098-858-0005
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日本制覇

嶺井第一病院
国吉　孝夫

王馬熙純（おうまきじゅん）、臼田素娥（う
すだそが）を人名とわかり、また中華料理の先
生方であったことをわかる人はたいへん料理に
造詣が深いと思います。特に中華料理ですが。
というのは、この先生方は昭和三十二年に始ま
ったNHKの「きょうの料理」の中華料理担当
の先生方なのです。今回はそんな古い中華料理
の先生方の話ではありません。コンピューター
を使い始めて4年、インターネットのオークシ
ョンに参加し始めて2年余り、ある物を買い占
めて日本で制覇をもくろんだ話をしたいと思い
ます。
コンピューターを使い始めるのが遅かったせ

いか、コンピューターはメールを中心につかっ
ていました。そのうちにネットオークション部
門があるのがわかり、そのなかで中華料理本の
オークションに王馬熙純「NHK中国風きょう
の料理」を見つけた時のなつかしさと驚きと喜
びと言ったら、今でもはっきり覚えています。
と言うのは、その本と同じものを、三十数年前、
台湾の学生時代に、杏仁豆腐の作り方がどうし
ても知りたくて、その頃、台北市の邱永漢が経
営していた書店で定価千円（日本円）を台湾元
で3倍の価格で購入したことです。その本は、
大学卒業と同時に教科書と一緒に沖縄に持ち帰
り、いつしか教科書は捨てられましたが、その
料理本はわたしの本棚に残っており、時おり料
理する時に、大切なテキストとして今でも役に
たっていたのです。同じ本がわずか五百円で出
品されていたのです。わたしはすぐにオークシ
ョンに参加しその本を手にいれました。
それから大変な日々が始まったのです。オー

クションで王馬熙純の料理本を見つけてはすべ
て買い占める生活が始まったのです。コンピュ

ーターの電源を入れると普通はメールのチェッ
クから始まりますが、私はヤフーのオークショ
ンから本の部門へ、そして料理部門へ、そして
中華料理本部門へ、王馬熙純の本が出品されて
いないかチェックする毎日が始まったのです。
三十数年前の古い本のせいか、忘れさられた中
華料理の先生の本のせいか、本は誰とも競争す
ることなく落札することができました。約半年
かかりましたが、ヤフーのオークションから王
馬熙純の名前は消えました。三十数年前に、わ
たしが購入した本と同じ物を6冊、王馬熙純
NHK中国料理を4冊、王馬熙純の中国家庭料
理柴田書院を3冊所有しています。その他、王
馬熙純の中華料理本はすべて所有しているつも
りです。
臼田素娥の名前は中華料理本のオークション

に参加している間に知りました。金儲けで有名
な評論家の邱永漢氏のお姉さんで、この方も短
いながらもNHKきょうの料理の中華料理の担
当講師だったそうです。残念ながら早く亡くな
っています。その方の料理本もオークションに
出る度にすぐ手にいれました。
そうしているうちに、あれよあれよとにいう

間に、中華料理の本が増え、それに加えて洋
食、イタリヤ料理、韓国料理（宮廷料理人チヤ
ングムの誓いに影響されて）、日本料理、お菓
子・デザートの本、過去のNHKきょうの料理
の講師の先生方の本、有名な料理研究家の本、
料理に関係する小説、随筆、評論などで、自宅
の3個の本棚はオークションで購入した本で埋
まってしまいました。
その中で、沖縄出身で有名な料理記者の岸

朝子さんの実姉の尚道子さんが、きょうの料理
に講師として出演し、「やりくり家庭料理」とい
う題で本を出版し、その内容の大部分が沖縄料
理であることを知った時の喜び。又、若い時、
読んだ壇 一雄、邱 永漢、開高 健等の料理関係
の単行本を読み返した時のなつかしさ。
最初の頃はこれら買い占めた本がいつかは何

倍にも値上がりするかもという、バカな考えも
したが、現在は、料理に関係する長い人間の歴
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史を知り、各々の料理本を出した先生方の活躍
した時期を思いうかべ、自分が過ごしてきた
日々を思い、あれも食べたい、これも食べたい
と思う日々です。

雑感

耳鼻咽喉科 たいらクリニック 院長
平良　達三

我が家には一匹の猫がペットとして同居して
いる。名前はミーと言い、どこにでもあるいた
って単純な名前である。ミーは茶トラの雄であ
る。彼が我が家の一員となったのは2年前から
であるが生後3年経過しているので人間の年齢
でいえば20歳ぐらいに相当するらしい。もと
もと野良猫であったが縁あって我が家の一員と
なった。彼との出会いは私のクリニックの駐車
場である。クリニックに隣接してコンビニエン
スストアがあり、いつも多くのお客さんでにぎ
わっている。また小、中学校が近く、コンビニ
エンスストアの前が登下校の通学路となってい
るため生徒達の店への出入りも多く見受けられ
る。夕方の下校時間帯にはクラブ活動でお腹を
空かせたと思われる生徒達がコンビニで食料や
飲み物を購入し、コンビニやクリニックの駐車
場でみんなで談笑しながらお腹を満たしている
様子は微笑ましい。この駐車場は子供達を送り
迎えする父兄の車との待ち合わせ場所にもなっ
ているらしく車が到着するとめざとく自分家

じ ぶ ん ち

の
車をみつけ乗り込み三々五々と家路に向かうよ
うだ。もちろん、子供達だけでなく仕事を終え
た大人達、職場の同僚と思われる数人のグルー
プも駐車場で飲食している姿もある。彼らは時
に車座になって駐車場に座り込み、まるで屋外
で宴会でも催しているようだ。ここからが主役
達の登場である。この主役達とは野良犬であっ
たり野良猫である。犬は概して飲食しているヒ

ト様からのおすそわけを期待して周りをうろつ
いたり、尻尾を振って愛嬌を振りまき、なんと
か餌にありつこうとしているようだ。一方、猫
は性格的に用心深いらしく、めったに人に近寄
ろうとはしない、が食べ物には興味津々で遠く
からお座りしてじっと眺めている。ときおり、
食べ物をぽいっと猫の近くへ放ってやると即座
にとびつき口にくわえて遠くへと運んでゆき人
の手が届かない、安全な場所で食事にありつい
ているようだ。我が家のミーもその中にいた。
大きな猫達のなかで、ひとりだけ小さな体の猫
がいるのを、たまたま見かけたのが最初の出会
いである。大きな猫達は当然のように餌を自分
がとりこむなか、まだ子供と思われるその小さ
な猫は餌にありつけず、いつもお腹を空かして
いるように見え、かわいそうに思い隣のコンビ
ニでキャットフードを購入し餌付けをはじめ
た。それからすこしずつ慣れてきたとみえて猫
を呼ぶときに一般的な名前ミーと呼ぶと寄って
くるまでになっていた。それから名前は変わる
ことなくミーと決定した次第である。小さい間
はあまり広いスペースは必要とせず、クリニッ
クの院長室での飼育であったが、さすがにいつ
までもクリニックに置いておくわけにもいか
ず、家に同居することとした。猫は普通、家と
外の出入りが多く、家の中だけにじっとしてい
ることは少ない。しかも我が家はマンションの
11階にあり、ベランダを走り回ったりされると
転落する危険性も高いため、はたして家猫とし
て飼っていけるかどうか危惧したが、まったく
の取り越し苦労に終わった。猫はトイレのしつ
けが難しいと聞いていたがその心配もなく、ま
た自分の領域を主張するためいたるところ、場
所かまわずマーキング（おしっこをかけるこ
と）する習性があるため家の中が動物臭できつ
くなりがちであるが、我が家ではその心配は皆
無である。集合住宅でのペットの飼育には色々
な規制がある。近隣住民への配慮等取り決めら
れた事項もあり、ペットの登録やペット飼育者
によるペット委員会を設置しているマンション
の管理規約もあり、飼育するのはなかなか大変
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であるが、昨今はペットを飼う家庭がますます
増えておりペットも家族一員とみなすようにな
ってきているようだ。毎日の餌やりや飲み水の
交換、更にトイレの清掃と確かにペットの世話
には手が掛かることが多い。また、定期的な獣
医さんでの予防接種もかかせない。しかし、ペ
ットとともに暮らすことによる癒しの効果は計
り知れないと言われている。
少子高齢化や核家族化が進むにつれ、癒しを

求めてペットを家族の一員に迎える家庭が増え
ているようであるが、最後まで責任をもってペ
ットの面倒をみるように心掛けたいと思うこの
頃である。

カメラ目線のミーです。

古武術的身体操作術

那覇市立病院 小児外科
山里　將仁

古武術研究家・甲野善紀氏の名前をご存知だ
ろうか？　最近はテレビにも時々出演する和
装、羽織袴の“おっさん”である。3年前の、
親父の介護をきっかけに、約2年前から“甲野
ワールド”に足を突っ込んでしまった。今で
は、古武術稽古が趣味のようになってしまっ
た。その面白い世界を紹介しよう。
ことの起こりはこうだ。元々筋力の弱った親

父が、自宅の玄関で転倒し、それをきっかけ

に、完全介護の状態に陥った。重心が無い床に
すべり落ちた親父を起こし、椅子に上げること
には特に難渋した。それで私に“介護の現場
で、どうしているのか？”と云う疑問が自然に
生まれた。ネットで岡田慎一郎氏の古武術介護
入門と言うDVD book見つけ早速購入し、そ
の中で甲野氏の存在を知った。本には、現代人
が忘れている介護に必要な古武術的身体操作法
が書かれてあった。1）揺らしとシンクロ　2）
構造の力　3）重心の移動　4）バランスコント
ロール　5）足裏の垂直離陸　6）体幹内処理
など、訳の解からないことが、いろいろと書い
てあった。これらは全て武術に基礎を於いた身
体操作法だった。付属したDVDを見ると5）
6）は解かりにくいが、なんとかなりそうな気
になり、自分なりに分析・解釈し、稽古を始め
た。しばらくして、甲野氏自身の著書や対談、
DVD bookが数多く出版されていることを知
り、早速、多くを購入した。介護技術だけでな
く、武術的な身体操作法にも興味がわいてきた
からだ。
1992年、甲野氏は“井桁崩し”の原理に気

づき、その感覚を発展させていった。井桁と
は、平行四辺形のことで、それが潰れる様に動
くということである。同時に、“薄氷を踏む足”
の体捌（タイサバ）きで身体を動かし、瞬時
に、“瞬速や剛力”を生み出す。これらを総合
すると、武術の極意は“捻らない、蹴らない、
ためない”ことであるらしい。“小魚の群れが
一斉に向きを変える様に動く”。つまり、身体
のいたる所に始点を分散すことで、力の出所と
気配を消すことができるそうである。その動き
は、足裏の垂直離陸（“薄氷を踏む足”）で、身
体全体に浮きをかけ、それを体幹内処理（“井
桁崩し”）して動くのである。いずれも、表面
には出ない筋肉の内面的動きで、感覚的側面も
持つものであり、それによって無理なく相手を
支配し、倒すことができる。たとえば、“鎧は
持てば重いが担げば軽い、着れば走る事もでき
る”。身体全体に重さを散らすことによって生
まれる動きである。これには、江戸時代の日本
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人がしていた、いわゆる“ナンバ歩き”や“日
本独特の剣術”に原点があるらしい。現在の西
洋式で単純な、“うねり系”や“捻り系”の運
動理論と“筋トレ万能理論”を否定した発想
は、現在、野球やバスケットボールなどの様々
なスポーツや音楽・リハビリでも応用され始め
てきている。
“甲野善紀身体操作術”なる藤井謙二郎監督

のドキュメンタリー映画は面白い。体重62～
3キロの甲野氏が、120キロくらいの、ラック
をキープしている現役ラグビー選手を簡単に剥
がしてしまうシーンや、大きな合気道選手を難
なく投げ飛ばし、大きなラガーマンのタックル
を潰し、また押し込むシーンなど、普通では考
えられない映像がそこにはあった。アマゾンで
簡単に手に入るので興味のある方は、是非ご覧
になったら如何だろうか？
この身体操作を介護の場で生かしたのが古武

術介護学である。五十の手習いで、自己流に本
やDVDを見ながら稽古を積んで来た。今まで
力まかせでやっていたことが、身体の使い方次
第で楽にできる様になり、身体操作は以前より
マシになった。“添え立ち（床に座り込んだ人
を引き上げ立たせる技）”や“浮き取り（椅子
やベッドに座った人を抱え上げ移動する技）”
といった古武術介護独特の技もできる様になっ
た。この方法は、介護する方もそうだが、介護
される側も全く痛くなく、無理がない。本当に
体が浮いていく感覚を味わうようだ。力を分散
し、相手を“着る感覚”であるからだ。現在は
看護師さんに、簡単な技術から教え始めている
し、これからも教えていこうと思う。介護の現
場では約8割の職員が腰痛を抱えていると云わ
れる。老々介護の問題もあり、この技術を利用
できればと思っている。
古武術的身体操作を用いれば、無理なく体を

鍛えることもできるし、仕事にあった力の使い
方ができる様になる。伝統武術の中には換勁
（カンケイ）という言葉がある。仕事を通し培っ
た力の意味だと云う。現代人が忘れた身体操作
を思い出すことにより、エレベーターやエスカ

レーターなどの廃人工学技術に埋め尽くされ、
より便利になり、メタボリック症候群に陥った
人たちには、お勧めの自己鍛錬方法だと思う。
最近は、研修医や看護師を相手に、時々、自

分の技を試したりもしている。“切り込み入り身”
や“浪之下”と云った、甲野氏の技が少しはで
きる様になった。現在は自分の身体と対話しな
がら、新しい身体操作の世界を楽しんでいる。

2人のイタリア珍道中

浦添総合病院
喜瀬　道子

バレリア・ラソ・松本さんのイタリア料理教
室に通っていた私と小児科医の友人（彼女はイ
タリア語も習っていた）は、1995年秋、イタ
リア旅行へ出発しました。幸運なことにはちょ
うどその頃、バレリアさんの妹のエマニエルさ
んが、出張のためにローマ市内のアパートを留
守にすることになり、私たちが彼女の部屋を使
えることになりました。
成田空港で、お土産の明太子と日本酒を購入

し飛行機へ、フィウミチーノ空港に着いたのは
夕方でした。白タクに気をつけ、観光客が並ん
でいる場所でタクシーに乗りましたが、時速
100kmを超えるスピード。窓外の景色は吹っ飛
んでいき、シートベルトを締め座っているのが
やっとでした。無事にローマ市内に到着した時
にはほっとしましたが、今度は友人のシートベ
ルトが外れません。首をかしげる運転手に手伝
ってもらい、やっと車から降りることができま
した。薄暗くなった古い石造りの街並みの中、
2人はTシャツにジーンズ姿でリュックを背負
い、旅行鞄を1個ずつ持って探し歩き、目指す
アパートを見つけました。1階入口の大きな扉
の鍵を開け、3階へ上がり部屋を見つけ、持参
した鍵を鍵穴に入れて回したのですが、何度や
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っても扉は開きません。友人は勇気を出して階
上の住人を呼びに行き、私は踊り場で2個の鞄
を抱え、部屋に入れなかったらここで野宿か
も・・・と不安でした。しばらくすると、階上
の婦人が友人とともに降りて来て、こうするの
ですよという仕草で鍵の使い方を教えてくれま
した。鍵を差し込み右へ7回、その後左へ3回
まわすと扉が開きました。世界中にはいろんな
鍵があることを知りました。扉を開けると床に
降りる数段の階段があり、灯りを点けてみると
100年以上は経ていそうな古い造りの部屋で、
壁にはタペストリーが掛かっていました。扉の
内側にはさらに3種類の鍵、ローマは物騒な所
に違いないと思いました。その晩は荷物を解く
と、浴室のボイラーを何とか操作してお湯を沸
かし、壁固定式のシャワーを浴び、大きなベッ
ドで眠りました。
翌日はヴァティカン博物館へ。早朝に出発し

ましたが、入口は長蛇の列、並んで順番に中へ
入りました。こちらには世界でも有名な美術品
が集められています。左右の壁、さらには天井
にも荘厳で華麗な絵が描かれ、本やテレビで見
たことのある作品も多数ありました。元々は歴
代法王のプライベートコレクション、小部屋や
細い廊下も展示室として使われていて、内部は
迷路のようでした。システィーナ礼拝堂では、
ミケランジェロの“最後の審判”を観ることが
できました。イタリアは美術品の宝庫を抱えて
いるので、ファッションやデザインの発信地に
なるのだろうと理解しました。
アパートの場所はローマ旧市街、広場にはい

ろんな店があってとても賑やかでした。通りを
闊歩する赤い幅広ネクタイの男性は、いかにも
マフィアの一味という感じで、どきどきしなが
ら側を通り抜けました。ナヴォーナ広場には3
つの噴水があり、そこでは多くの観光客、絵描
き、大道芸人を見かけました。
早朝のバールでカプチーノとクロワッサンの

朝食を経験。市場でトマトや洋梨を、食料品店
でチーズやピッツアを買い求めては試食、パン
テオンの広場ではジェラートの食べ歩き、ロー

マ市民になった気分でした。タバッキ（タバコ
屋）で切手を購入、絵葉書を自宅へ送りました。
メトロを利用しコロッセオへ、そこから遺跡

群が散在するフォロ・ロマーノを越えて『真実
の口』まで、乾燥した暑い日にもかかわらずて
くてく歩きました。『真実の口』では少し緊張
しながら手を入れてみたり、トレヴィの泉で
は、コインを後ろ向きに投げてローマへの再訪
を願いました。
旅の終わり頃、ローマからヴェネチィアへ列

車で行くことになりました。テルミニ駅で、イ
タリア語と英語を駆使しながら何とかチケット
を手に入れ、発着アナウンスのない構内で、や
っとこさ列車に乗り込みました。ヴェネチィア
のサンタルチア駅に到着、そこからはヴァボレ
ット（水上乗り合いバス）に乗り換えました。
運河を渡るゴンドラの漕手は黒い横縞の上着を
着け、カンツオーネを歌いながら櫂を漕いでい
ました。ヴェネチィアは中世の雰囲気漂う街
で、縦横無尽な運河と細い道が特徴的、ガラス
製品や仮面のお店などが軒を並べていました。
暗闇の中、近道を試みた友人が運河に落ちかけ
るハプニングもありましたが、無事でした。小
雨降る寒い夜で、リストランテ外での待ち時間
にはワインが1杯ずつ振舞われ、暖かい店内で
は、海鮮料理を食べながら観光客同士で会話を
楽しみました。運河に面した1つ星のプチホテ
ルは、ベッドが2台やっと入るような狭い部屋
で、浴室へ入るにはベッドと壁の間を体を細め
て通る状態、その扉は1回開けただけで外れま
した。帰りは、2人が別々のヴァボレットに乗
ってしまい、心細い思いをしました。列車の途
中ではチケットのダブルブッキングが判明、そ
の後はずーっと立ったまま、足が棒になった状
態でローマへ戻りました。
本屋や空港でイタリアの雑誌を購入、それを

お世話になったバレリアさんへのお土産とし、
無事帰路に着きました。
ラテン的感性の国イタリア。3,000年もの歴史

を刻む永遠の都ローマは、古代の遺跡と現代の
人々が同居している不思議な街でした。この旅
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では、自由でスリル満点の楽しい時間を過ごし
ました。機会があればもう一度、今度はお互い
の家族を伴ってイタリアを訪れたいと思います。

ゾーンの世界

真栄城耳鼻咽喉科
真栄城　徳秀

私はスポーツの試合をテレビ観戦するのが好
きで特に高校野球、オリンピック、サッカーの
ワールドカップを見るのが大好きである。先
日、某ラジオ番組で「本番で力を発揮するに
は」というタイトルの講演を聴き、なるほどと
思ったのでみなさんに紹介したい。演者はメン
タルトレーニングの権威である福島大学教授の
白石豊先生であった。彼が言うには、スポーツ
ではゾーンの世界というのがあって、試合で
120％の力を出させる心や体の状態を指してい
る。スポーツをやっている人に「本番で何％の
力を出せれば良しとしますか」と質問するとプ
ロ・アマ問わず、多くの人が80％と答えるの
だそうだ。持てる力の80％を出せれば勝って
も負けても納得なんだと思うが、敗者の多くは
持てる力を出し切れず、中には50％も出せな
いで敗れ去っていく者もいる。かと思えば練習
でもできた事がないプレーを連発したり、まっ
たく無名の選手がオリンピックで金メダルをと
って周囲をあっと驚かせる事もある。だからス
ポーツはおもしろいのだが、120％の力を出し
たヒーロー達は後のインタビューで試合中の心
境を尋ねられると決まって、よく覚えていない
と答えるのだそうだ。無我夢中、無心の状態だ
ったのだと思うが、ゾーンの世界に入ると一点
に集中して記憶に残らないらしい。バルセロナ

オリンピックだったと思うが、当時14歳で金
メダルをとった水泳の岩崎恭子ちゃん、今年の
春のセンバツ高校野球で優勝した沖尚が準決勝
の東洋大姫路戦で見せた8回裏の大逆転劇など
がいい例である。ゾーンの世界に入ると神がか
り的な事ができてしまうのである。じゃあ、ど
うすればゾーンの世界に入れるのか。誰でも入
れるわけではなく普段の練習でセルフイメージ
を高めていた人が本番でゾーンの世界に入れる
らしい。セルフイメージとは自分のやりたい目
標、それが達成された時の価値、具体的な行動
計画（起床時間から食事の内容まで）を立てる
事である。それが実行できると自信がつく。自
信があるから本番で力を出せるのである。
P＝SI。これはモントリオールオリンピック

のライフル射撃で金メダルをとったアメリカ人
の言葉だが、Pはパフォーマンスの事で試合で
の成績を意味する。SIはセルフイメージであ
る。SIをやっていないと、せっかく技術や体力
があっても本番で感情のコントロールやリラッ
クスができず、実力を出せぬまま敗れ去ってい
く事になりかねないというのである。彼はま
た、こうも言っている。みなさんは自信という
のは試合でいい結果がでたら持てると思ってい
ませんか。しかし、試合が始まる前に自信がな
ければ勝てないんじゃないですか。自信は勝つ
ために試合前に持つものです。だから、普段か
らセルフイメージを高めておく必要があるので
す。この事はスポーツに限らず、仕事の世界で
もいえると思います。今日やるべき事をイメー
ジしてから仕事に出掛けるのと、ぎりぎりまで
寝ていてあわてて出掛けるのとでは心の持ち方
が違います。体を動かすのは心です。同じ事を
やっても心の持ち方で結果が違ってくる事はみ
なさんも経験しているのではないでしょうか。
やがて北京オリンピックが始まります。一人で
も多くの日本人選手がゾーンの世界に入ってく
れる事を願いつゝこの原稿を終わりにします。
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旅行嫌いから旅行好きへ

沖縄セントラル病院
久手堅　憲史

私は、いつの頃からか旅行好きになりまし
た。以前は出不精で休日はどこにも出かけず、
家で寝ている方が好きというタイプでした。大
学病院にいるころは、旅行イコール学会出張で
あり、発表を抱えての出張で全く楽しめる雰囲
気はなく、直前ぎりぎりまで発表の準備をし
て、重い気分で出発し、厳しい質問に怯えなが
ら発表し、そそくさと帰ってくるという嫌な思
い出しかありませんでした。転機が訪れたのは、
大学での勤務を離れ一般病院で働くようになっ
てからです。一般病院で働くようになると、製
薬会社主催の県外への講演会へのお誘いという
機会がでてきました。これも、最初はお断りし
ていたのですが、あるときたまたま出かけてみ
ると、とても素晴らしいものであることに気付
いたのでした。まず講演を聞くだけであるので
準備が一切必要ない、講演会で勉強になる、一
流ホテルに宿泊できる、講演後の懇親会で沖縄
では出会うことのない美味しい料理を味わうこ
とができる、講演会は土曜日の夕方であるの
で、翌日日曜日の午前中は一流ホテルの部屋で
のんびりとくつろぐことができる、などの理由
です。そしてそのうち、講演会が終わった後の
日程はフリーなので、小旅行を計画することが
できることにも気がつきました。それからは、
講演会のお誘いがある度に小旅行に出かけるよ
うになりました。主に福岡へ行く機会が多かっ
たので、いろいろな日程を組んでみました。土
曜日の午後に沖縄を出発して、夕方の講演会に
出席して、福岡に宿泊したあと、日曜日は一日
フリーなことになります。日曜日の夜までに沖
縄に帰ることができれば、月曜日の診療に差し
支えません。まず、新幹線で下関に行ってみま
した。巌流島や火の山展望台、新鮮で安いふぐ

料理での昼食など、下関はお気に入りで5、6
回は行きました。それから、湯布院・大宰府・
二日市温泉・柳川・北九州など福岡近郊を次々
と回ってみました。次はどこにいこうか？計画
を立てるのがとても楽しく趣味になりました。
時刻表や地図を眺めていると新たな計画が次々
と浮かんできました。極めつけは、金沢日帰り
旅行です。福岡を日曜日の7時半の便で小松空
港に出発します。小松空港からバスに乗り継ぎ
お昼頃に金沢に着きます。そこは楽しい雰囲気
の場所で、金沢駅の中でも十分楽しめました。
彩り鮮やかな和菓子、金箔、焼き物、などお土
産にことかかない場所でした。さらに、小高い
山にバスで登り、金沢市内を見下ろし、解禁直
後のかに市場でのにぎやかさ、回転すしでの安
くて美味しいタラバがに、さらに兼六園の一部
を見学するなど楽しい事に事欠かない場所でし
た。それから、16時半の小松－沖縄便に間に合
わせるためにそそくさと空港に向かいます（残
念ながらこの路線は数年前に廃止されてしまい
ました）。また、宮崎日帰り旅行も計画しまし
た。こちらも、日曜日の早朝の便で福岡から宮
崎に飛びます。10時ころには宮崎に到着しま
す。それから、サンマリンスタジアムに向かい
ます。2時半ころまで、お弁当を食べながら、
巨人軍キャンプを見学します。それからバスで
鹿児島空港に向かいます（宮崎－沖縄には直行
便がありませんので鹿児島経由で帰沖します）。
宮崎と鹿児島の間の高速バスが停車するサービ
スエリアでは焼き立ての“地鶏”を売っていま
す。これが、とてもジューシーで歯ごたえがあ
りたまらなく美味しい！のです。
旅行好きはだんだんエスカレートし、国内の

日帰り旅行ではもの足りなくなってきました。
また製薬会社主催の県外への講演会へのお誘い
という機会も、昨今の諸事情から著しく減って
しまいました。そこで、仕事が休める範囲で海
外へ小旅行をしてみることにしました。2泊3
日もしくは3泊4日です。行ける範囲はアジア
に限られてきます。ソウル、釜山、北京、香港
（マカオ、シンセン）などを次々訪れてみまし



2008沖縄医報 Vol.44  No.8
緑蔭随筆

－105（927）－

た。どこもよい印象で治安もよく、特に中国は
物価が安く買い物の割安感があって満足しまし
た。行ったことのない場所にどんどん行ってみ
たいと思うようになりました。行った土地でそ
れぞれ学ぶことが多いからです。その国の歴
史、文化や伝統、風土、人々の暮らしなど、ま
さに見ると聞くとは大違いです。ガイドブック
を熟読していても、実際その地を踏んでみると
印象が違うように思いした。
現在、最も行きたい場所が上海です。経済発

展が著しく、世界で最も活気があるという上海
を訪れたいと以前から計画しているのですが、
なかなか縁がなく、2年間前には家族総勢13人
の旅行を計画し、見積もりまでさせていたの
が、流れてしまい、昨年12月にも休みをとっ
て申し込んでいたのですが、参加人数が集まら
なくてキャンセルになってしまいました。その
おかげで、代わりにタイのバンコクに行き、バ
ンコクの素晴らしさを知ることができたのです
が。今の目標としては、なんとしても年内にも
上海旅行を実現させたいと考えています。

香港島ビクトリアピークの山頂から高層ビル街とビクトリ
ア・ハーバーを見下ろしている写真です。香港島は平地は
少ないが人口は多いため市街区の人口密度は極めて高く、
数十階を有する高層ビルが多数あるのだそうです。

自転車に乗って

浦添総合病院
金城　俊一

研修病院に勤務しているおかげで若い医師と
接する機会に恵まれている。彼等からもらう新
しいエネルギーがどれほど僕自身に良い影響を
与えているかと思うと感謝の気持ちで一杯にな
る。そんな良い影響の一つの例として、いわゆ
る｢エコ｣に対するここ数年の僕自身の意識と行
動の変化を紹介しよう、キーワードは「ペット
ボトル」、「My箸」と「温室効果ガス」だ。
1）ペットボトル：僕自身は以前から寒暖を

問わずによく水分を摂取するほうなのでお茶や
水や清涼飲料のペットボトルを3～4本ほど一
日に購入・消費していた。ペットボトルを廃棄
する際にはキャップやラベルを分別し、充分に
ダイオキシン等にも配慮しているつもりであっ
た、しかし近年ドリンクボトルを持参して飲料
物を自分で調整している研修医諸君を見ていて
はたと気付いた「買わなくても方法はある」と、
その後リサイクルの過程をネットで調べてみて
ペットボトルの分別という自分の行為が単なる
自己満足であった事に更に気付かされた。
今日この頃の僕＝ドリンクボトルを持参して

自分で作ったアイス緑茶を飲んでいます。でき
るだけペットボトルの購入は控えるようにして
います。
2）My箸：院内食堂で昼食を頂くときに気

にしていたのは「残さず食べる」ことであり、
当直のときにカップめんを食べるときに気にし
ていたのは「味とカロリー」だけだった。ある
とき1年目の研修医が食堂で当たり前のように
「My箸」を取り出して食事をするのにびっくり
した。以前より割り箸を不必要に使う事がいや
だったので、食堂では「スプーン」で食事をし
ていたが（ずいぶん変な目で見られた）、カッ
プめんは割り箸で食べていた。その時見たMy
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箸からひらめいた言葉は「お弁当」だった。弁
当と箸箱さえあれば必要にして充分な食事に切
り替える事ができる。
今日この頃の僕＝奥さんに御願いして「お弁

当」持参で出勤しています。おかげで根菜や魚
や海藻や野菜の摂取が多くなりました。割り箸
は出来るだけ使わないようにしています。
3）温室効果ガス：通勤中に時々考えてみる、

「はたして僕一人が通勤するだけのために2ト
ン近くの重量の道具がいるのだろうか？」。我
が家から浦添総合病院への道のりは8キロ強で
あり、僕の車の燃費は平均して8～9km /L、
とすると往復で約2Lのガソリンを僕は消費し
ていることになる。この化石燃料の消費を抑え
るために誰もが考える対策としては燃費の良い
移動手段への変更、例えばオートバイやハイブ
リッド車への乗り換えだろう。どうしようか迷
っていた頃に僕の家の近くから自転車通勤をし
ている研修医がいることに気付いた。自転車通
勤（自転車ツーキニストともいうらしい）は全
く発想の外であったが調べてみると自転車は、
1）エネルギー変換効率の最もよい移動手段で
あり、2）温室効果ガスの産生は当然のように
0であり、3）非常によい有酸素運動の手段で
ある。Eureka！！職場健診の度にメタボとい
ういわれの無い非難を受ける身となった現在の
僕にはまさにうってつけの道具に思えた。数カ
月かけて朝夕の出勤・退勤時間の交通量を曜日
毎に調べてみて、結果として時間帯を選べば充
分に自転車通勤は可能と思われた。となればあ
とは自転車を入手して実行に移すだけだ。購入
にあたっては子供の自転車を相談したことのあ
る南風原の専門店にもちかけてみた。価格帯・
使用目的・通勤予定ルート等こちらの条件を提
示したところお店の方の強い推薦で僕は現在使
用している自転車・ZUMの購入を決定した。
今日この頃の僕＝雨の日・研究会の日・当直

の日、そして乗りたくない日は無理して乗らな
い事にしているがそれでも週に3～4日は自転
車で通勤している。幸いな事に現在に至るまで
に危険な思いをしたことはない。自転車通勤の

感想は“楽しい”の一言に尽きる。もともと運
動は好きではないしスポーツジムに通うような
柄ではないが出勤・帰宅の道のりが運動と共に
楽しみになるとは思ってもみなかった。通勤に
かかる時間は往路が平均20分（自動車では約
15分）、帰路が平均24分（自動車では約20～
40分）だが通勤中の開放感や爽快感は自動車
の比ではない。5月から乗り始めているが、梅
雨や夏を経てどこまで乗り続けられるかはわか
らない。しかし乗り続ける意欲は充分にあるし
乗り続ける事によってさらに僕自身の意識と行
動がよい方向に変化していくと思う。朝6時ご
ろのバイパスを走行している僕の姿を見かけた
ら応援してください、ただし片手運転の自信が
ないので返事はできないかもしれません。最後
に僕の「エコ」運動の収支を報告しよう。現在
までの節約＝1日のペットボトル代（450円～
600円）+職員食堂の昼食代（500円）+往復
のガソリン代（＞320円）＝1日あたり合計節
約1,270円以上。得られた満足＝プライスレ
ス。体重は一ヶ月で2kg減量、腹囲は変化せ
ず。家族の意見では気持ち身体が引き締まった
感じがするそうだ。

琉球メディカル昆虫同好会

安立病院
小林　竜司

緑蔭随筆を依頼されたので趣味の昆虫採集、
飼育について書きたいと思います。
今から4年ほど前に当時3歳の息子が親戚か

らもらったオキナワカブトを飼育していまし
た。沖縄にカブトムシが生息していたかな？と
ネットで調べると野外品のオキナワカブトは珍
しく、ほとんどがヤンバルでしか採れないとの
ことでした。ホームセンターでは本土カブトが
売っていますが種が異なり、オキナワカブトは
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小型でキュウキュウと鳴くのが特徴です。当
初、私は興味がありませんでしたが子供とのコ
ミュニケーションを図るため採集と飼育を始め
ました。これがきっかけとなり昆虫の採集、飼
育が現在の私の趣味となりました。
それから息子と近所の公園に捕虫網を持って

採集に行きましたが、バッタぐらいしか採れま
せんでした。山の方にも足を運びましたが、ハ
ブが怖くて草むらには入れませんでした。あち
こちの木を見て回りましたが、しばらく何も採
れない日々が続きました。そのうち知人から夜
にヤンバルに行って外灯の下を探せば採れると
いう話を聞き、家族でドライブを兼ねてヤンバ
ルまで昆虫採集に行くことにしました。
名護まで高速を使って1時間、ヤンバルの山

まで1時間、片道約2時間の長い行程でした。
そこで主にダムや外灯の下を探しました。努力
の甲斐があって、その年はオキナワヒラタクワ
ガタ、オキナワノコギリクワガタ、オキナワカ
ブト、リュウキュウコクワなどを採集すること
ができました。かなり遠かったのですが、家族
での採集はとても楽しいものでした。それから
夏場のヤンバルへのドライブは家族行事となり
ました。
最近では近くの公園でオキナワヒラタクワガ

タやノコギリクワガタが採集できるようになり
ました。以前、知人が採れるようになるまで3
年近くかかったと話していました。私も同じよ
うに約3年近くかけて採れるようになりまし
た。採集には場所はもちろんですが、気温や湿
度、草木などいろいろな要因が絡んできます。
時間帯としては早朝や夜間に行くことが多いで
す。夏場の発生が多い時期なら昼間でも採集す
ることができます。今後も続けていきますが、
大型の個体を採ってみたいものです。余談です
が、フィールドではハチやハブなど危険な生き
物も多いため、十分に気をつけるようにしてい
ます。
また実際に自分で採集した個体から卵を取

り、幼虫から成虫へと累代することもできまし
た。それは購入した個体を飼育するよりも、と

ても楽しいものでした。幼虫から成虫になるま
での期間は種類によって違いますが、半年から
2年近くかかります。マット交換、夏場の温度
管理などいろいろ考えなければいけないことが
多いです。結構難しいものですが、試行錯誤し
ながら飼育を楽しんでいます。
少し前に琉球メディカル昆虫同好会の存在を

知り入会しました。この会は蝶や甲虫などに詳
しい先生方の集まりです。印象としては蝶が専
門の方が多いように思いました。そこで諸先生
方から外国（東南アジアや南米）で蝶やコーカ
サスオオカブトなどを採集した体験談や石垣島
や西表島など離島での採集話を聞き、とても興
味が惹かれました。外国での昆虫採集はスケー
ルが大きく面白い話しでした。仕事が忙しく長
期の休みはなかなか取れませんが、いつか私も
沖縄本島以外で採集旅行に行きたいと思ってい
ます。
昨年8月に南部医療センターにて琉球メディ

カル昆虫同好会主催の昆虫展を開催しました。
蝶、ハナムグリ、カミキリ、カブトムシ、クワ
ガタムシなどたくさんの標本を展示しました。
私はドイツ箱ひとつのみの提供でしたが、標本
作成は結構大変でした。また日曜日の1日だけ
でしたが、蝶の標本作成や外国産のカブトム
シ・クワガタムシの展示を行いました。おまけ
として、採集してきたクワガタムシ約50匹の
無料配布を行いました。子供達がたくさん集ま
り、大成功でした。
沖縄の甲虫に興味を持ったのは、本土のもの

とは異なる種類が多いからです。特にクワガタ
ムシに関して言えば、「日本には 88 種類
（39+49亜種）が生息しており、その内トカラ
諸島以南の琉球列島には35種類（17+18亜種）
が分布しています。琉球列島の面積は日本全体
の約1％です。狭い面積に日本のクワガタムシ
全種類の約40％が生息していることになりま
す」（沖縄のクワガタムシより抜粋）。大陸の移
動に伴い、現在のような琉球列島が形成され島
に残された種が色や形など独自の進化をとげた
と考えられています。沖縄は亜熱帯であり、い
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ろいろな昆虫が存在して面白いと思います。採
集者にはかなり恵まれた環境です。今後も趣味
として昆虫の採集、飼育を行い研究してみよう
と思います。
最後になりましたが、2006年の秋に希少種

であるオキナワマルバネクワガタ野外品のメス
を採集することができました。難しい種ですが
累代して飼育中です。今年の秋には成虫がみら
れるものと思います。
（参考文献：沖縄のクワガタムシ 下地幸夫著）
追記： 2008 年 7月 26 日（土）～ 8月 30日
（土）の期間、南部医療センター1階ギャラリ
ーにて昆虫展を行います。

オキナワノコギリクワガタ 67mm
2008年6月30日 自己採集品
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し弔意を表することになっております。
会員に関する訃報の連絡を受けた場合は、地区医師会、出身大学同窓会等と連絡を取って規則に沿

って対応をしておりますが、日曜・祝祭日等偶に当該会員やご家族からの連絡がなく、本会並びに地
区医師会等からの弔意を表せないことがあります。
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連絡先　沖縄県医師会事務局
TEL 098－877－0666
担当者　庶務課：上原貞善　池田公江
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